
 令和 6 年度(2024 年度)くまもと農業法人活動強化支援事業に係る 

農業法人活動強化支援業務委託 (第 2 期) 
 

 

調査概要 

 

調 査 期 間   令和 6 年 11 月 26 日～12 月 25 日 

         (再提出依頼 1 月 15 日まで) 

調 査 対 象   県内農業法人(県実施の農業法人設立状況調査)で把握している農業法人（1125 社) 

のうち第 2 回調査 612 社 

有効回答数   198 社 （社名なし 2 社） 集計後提出 1 件（計 199 社） 

 

回 答 率   32.35％ 

 

 

アンケート回答集計 

 

 設問 1 主な経営部門（売上が最も多い部門）はどれに該当しますか 

 

 設問 2 貴法人の今期(10 月～12 月)農業経営状況と次期(R.7.1 月～3 月)の見通しはどうですか 

（1）今期の農業経営状況 

     

（2）次期(R.7.1 月～3 月)の農業経営

 

 

菊池 八代 熊本 玉名 阿蘇 上益城 天草 球磨 鹿本 宇城 芦北 県外 空欄 合計

37 23 17 18 33 12 9 15 14 10 6 2 2 198

①穀類
②施設

野菜

③露地

野菜
④果樹 ⑤花き

⑥工芸

作物

⑦肉用

牛(繁

殖）

⑧肉用

牛(肥

育）

⑨乳用

牛
⑩豚

⑪採卵

鶏

⑫ブロ

イラー

⑬その

他

系列1 44 32 27 9 11 6 5 9 21 11 4 3 15

48 82 68

①良くなった ②変わらない ③悪くなった

27 103 54 14

①良くなる ②変わらない ③悪くなる 空欄



 設問 3 今期（10 月～12 月）のコストについて前期（7 月～9 月）と比較しどれに該当しますか 

           今期の生産、販売、流通コストの状況 

 

 

 設問 3-2 設問 3 で①上昇した を選択された方はどのような対策をしているのか（複数回答可）  

 

⑤その他の回答  自社販売価格を下げる、休眠 or 路線変更、外部要因によるもの、無駄ムラがな

いようにして生産性の向上をはかる、対策なし、来期は様子を見る、生産強化、

事業の撤退、値上げしていない、利用価格をアップした、何もできない、 

特別なし、利益の縮小、輸入粗飼料を自給粗飼料へ変更した、できていない 

 

 

 設問 3-3 次期（R.7.1～3 月）のコストについて今期（R.6.10～12 月）と比較してどれに該当するか 

（1） 生産コストについての見通し 
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53

6

6

18

9

5

2

流通

販売

生産

上昇した 変動なし 下降した 未記入

69

39

29

46

33

①IT・機械化による省力化

②価格転嫁の交渉

③取引先、資材購入先の変更

④人件費削減

⑤その他

生産資材、流通コストの上昇、燃料、段ボール、運送費の高騰、

円安、機械修繕費高騰、光熱費、肥料、鳥獣対策費上昇

飼料費上昇の見込み、肥料の高騰、トランプ政権になって

機械の価格上昇、値上げが続く、最低賃金の上昇、

肥料、油類が上がる、ＪＡの価格転嫁、補助が取れない可能性

輸入穀物の高騰全て高騰、

重油代、燃料、肥料、農薬の高騰、外注の人件費単価上昇

行政が悪い、為替がどう動くか読めない、分からない

企業間の物価の落ち着きがみられる、生産物がないため

生産資材が少し値上がりしたが

③下降する

8
人員が減る、牧野等の有効活用、休業状態となるため

①上昇する

123

②変動しない

62

上昇する

62%

変動しない

31%

下降する

4%

未記入

3%



（2） 販売コストについての見通し            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3） 流通コストについての見通し 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 設問 4 前年の売り上げについてお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

①1000万以

下

②1000万～

3000万以下

③3000万～

5000万以下

④5000万～

1億以下

⑤1億～3億

以下
⑥3億以上 無回答

系列1 29 37 25 44 40 18 5
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50

流通資材の高騰、最低賃金上げすぎ、送料と人件費の高騰

不安定な気象で作物が安定してできない、全て上昇

資材費においても上昇、販売手数料上昇、ＪＡの価格転嫁

全て燃料代、資材費を上げてきている、トランプ

新規社員の採用により、梱包材の値上げ、のこくず値上げ

ＪＡ経費の上昇、輸送費、出張費（宿泊費）の上昇

少なくなる、価格の悪さ、、企業間の物価の落ち着きがみられる

少々人件費は上がるものの、社員雇用、バイト代など

販売コスト新規にかける予定がない

③下降する

1
休業状態となるため

①上昇する

88

②変動しない

100

上昇する

44%
変動しない

51%

下降する

0%

未記入

5%

上昇する

40%

変動しない

54%

下降する

0%

未記入

6%
運送業者の値上げ、人材不足、ガソリン代とコスト上昇し過ぎ

送料の高騰、輸送車両の買い替え等、トランプ

人件費、燃料費が上がるのに輸送費が上がらないわけがない

運送会社を選択できないのでコストがかかる、DB,流通コスト

天草からなので日数が増える。秀品率も下がる

箱代などの値上げ、ガソリン、重油代

運賃は変動ないが今後値上げになるかも、価格の悪さ

外部に委託していない、今のところ値上げはきていない

運送会社のコスト増、今までと変わらずと思います

企業間の物価の落ち着きがみられる、販売期でない

③下降する

1
休業状態となるため

②変動しない

106

①上昇する

79



 設問 5 家族労働者についてお尋ねします。（本人を除いた人数） 

    

 

 設問 5-2 雇用者数についてお尋ねします。（家族労働者を除いた人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問 5-3 設問 5-2 で②～⑤を選択された方は雇用状況について選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問 6 労働力確保の状況について当てはまる項目を選択してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

①0名

(本人のみ）
②1～2名 ③3～4名 ④5～6名 ⑤6名以上 ⑥その他 無回答

系列1 21 77 44 7 2 3 44
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32%

34%

14%

17%

3%

①0名

(雇用なし）
②1～5名 ③5～10名 ④10名以上 ⑤その他 無回答

系列1 44 79 38 28 1 10
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90

①確保できている 64

②繁忙期に不足 67

③常に不足している 28

④今後不足が懸念される 33

無回答 6

0 20 40 60 80 100 120

①臨時雇用(日本人）

②臨時雇用(外国人）

③常用雇用(日本人）

④常時雇用(外国人）

⑤その他



①複数回ある

56%(112）

②1度だけある

12%（23）

③ない

29%（57）

無回答

3%（6）

 設問 7 今まで施設や機械等の導入で国や県の事業を活用したことはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問 7-2 設問 7 で①、②を選択された方は導入した機械等、活用した事業年度を記入ください。 

 

活用年度 導入機械等 

2018 年 人参収穫機、トラクター、田植機、管理機 

1983、2021、2022 年 田植え機、トラクター、ホイルローダー、トラクター 

2021 年 オートキラー 

2017、2020、2012、

2023、2021 年 
トラクター、コンバイン、4 条刈り自脱型コンバイン、トラクター（24 馬力） 

2015 年 米麦乾燥機、ライスセンター 

2016 年 コンポスト 

2018 年 ティーパック製造機、中揉機 

2019、2020、2021 年 ドローン、農薬散布機、ボブキャットショベル、堆肥置場、マルチ機械、フォークリフト、スライドモア 

2015、2023 年 スピードスプレヤ、選果機、コンバイン、トラクター 

2024 年 ポテカルゴ、トラクター 

2022 年 トラクター、作業機 

2023 年 大分県で活用 堆肥処理コンポスト設置 

2018 年 加工所の建屋、機械設備 

2018、2020 年 タマネギ周辺機械、施設、トラクター 

2017、2023 年 トラクター、コンバイン、ホイルローダー 

2023 年 クッキー製造装置、施設 

2023 年 中古ハウス、ハウス補強 

2024 年 ポテトハーベスター 

2018 年 細霧機 

2021 年 土混機、土詰機 

2023 年 ドローン 

2020 年 トラクター、ドローン 

2017、2023 年 自動灌水設備、ハウス谷開閉装置 

2017 年 コンバイン 

2022、2023 年 いすゞ自動車、堆肥運搬車、スキッドステアローダー 



2015、2017、2018、

2020、2021、2023

年、ほぼ毎年 

トラクターなど、ホイルローダー、搾乳ロボット、牛舎、ロールベーラー、スキッドローダ、ミキサー、

畜舎、飼料作物収穫機械、自歩ミキサー、タイヤショベル、牛舎、ショベルローダー、ロールベーラー

等 

2023 年 子実コーン収穫機、乾燥機 

2021 年 動墳（消毒用） 

2007、2017、2018、

2020、2021 年 

農業用ハウス、強化ハウス、トラクター、コンバイン、田植機、バックホウ、ハウススプレー、ハウス、ド

ローン 

2021 年 コンバイン、田植機 

2015、2020 年 ビニールハウス、オートトラクター他、テンパリング、もみすり機、消毒器 

2019 年 ハウス設備 

2020、2022、2023 年 コンバイン、トラクター、田植え機、フォークリフト 

2018 年 ホイルローダー等、車両、ベレットマシン 

2020 年  ― 

2015、2024 年 乾燥機、裏ごし機 

2024 年  ― 

2022 年 発電機 

2020 年 コンテナ、抜取機等 

2023 年 トラクター、は種機、ドローン 

2017、2018、2019、

2020、2021、2023 年 

ポット土入れ機、トラクター、ロールローダー、ラッピングマシン、集そう機、マニアスプレッダー、茶

葉畑管理機、WCS 一括作業 

 

 設問 8 農業経営について無料で相談できる「くまもと経営相談所」をご存知ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         以上、ご協力ありがとうございました。 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①相談したことがある

②取り組み内容まで知っている

③名前は聞いたことがある

④知らない

⑤その他

無回答


